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長年住んでいるみなさんにとっては普通のことも、
よそから来た私にとっては驚きと発見にありS、れています。

2021年 6月 に着任 した地域おこし協力隊が
身の回りの、素朴でステキな発見をお届けします。

會
景
色

音
の
無
い
世
界
。

自
分
の
心
臓
の
鼓
動
が

聞
こ
え
る
ほ
ど
の
静
寂
。

刺
す
よ
う
に
冷
た
い
空

気
。　
一
面
の
銀
世
界
に
、

時
が
止
ま

っ
た
の
か
と

思
う
。
す
べ
て
の
自
分

の
感
覚
を
疑
う
瞬
間
。

今
ま
で
私
が
東
京
で
経
験

し
て
き
た
雪
と
い
え
ば
。

灰
色
の
景
色
。
光
が
反
射

し
て
夜
で
も
妙
に
明
る
い

空
。
道
路
の
茶
色

い
水
た

ま
り
と
氷
の
よ
う
に
滑
る

ビ
ル
の
床
。

電
車
は
止
ま
り
、
険
し
い

顔
を
し
て
浴
れ
か
え
る
人
、

人
、
人
。

宇
佐
川
小
学
校

あ
ん
な
に
大
き
な
生
の
火
を
見
た

の
は
生
ま
れ
て
初
め
て
で
し
た
。

離
れ
て
い
て
も
感
じ
る
熱
気
。
熱

風
。
踊
る
よ
う
に
形
を
変
え
る
炎
。

は
じ
け
る
竹
の
音
が
山
に
木
霊
し
、

そ
の
度
に
森
が
ざ
わ
め
く
。

自
然
を
利
用
し
た
毎
年
の
恒
例
行

事
。

こ
れ
だ
け
の
パ
ワ
ー
の
あ
る
も
の

が
生
活
の
中
に
あ
る
。
自
然
の
力

を

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
術
が
、
特

別
な
こ
と
で
は
な
く
て
当
た
り
前

の
事

で
あ
る
。

買
っ
て
き
た
製
品
と
機
械
に
頼
る

都
会
の
生
活
者
に
は
、
マ
不
の
で

き
な
い
恒
例
行
事
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

一
度
す
べ
て
を
覆
い
隠
し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
。

日
常
が
ど
れ
だ
け
尊
く
、
非
日
常
が
ど
れ
だ
け
有
難

い
か

感
じ
る
。

錦
町
で
経
験
す
る
雪
は
、
た
だ
美
し
い
だ
け
で
は
な
い
と

感
じ
ま
す
。

と
ん
ど
携

圏田
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12月 2フ 日に開催 した本/ベン ト。ステキな問松た 強さスクできました !

今ιよあまり人が立ち入らなくなった錦メルヘンラン ド。
私が移住 してきて、こんなにステキな場所がす ぐ近 くにあるのに、、 と篭いた場所
のひとつです。

自分で材料を探 し、竹を切 り、飾 りつけをした世界にひとつのオ リジナル門松。
子どもたちにとっては大冒険、大人たちにとっては身近にあった新発見。
身の回 りにあった宝物を見つける機会になったなら嬉 しく思います。

また、ご参加 くださった方はもちろん、ご協力いただ く方がいてこそイベン トが開
催できることを強 く感 じた一日にもなりました。あ りがとうございました I

(本イベントのために特別に植物採取の許可をいただきました)
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詳細はおF口¶合せくだ書い

発行元 :錦総合支所地域振興課 TEL:082み 72ぃ2110


